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望
学
生
向
け
特
別
授
業
（
週

５
コ
マ
、
無
料
）
を
受
講
、

少
人
数
の
落
ち
着
い
た
環
境

で
学
修
に
集
中
し
た
。「
学

習
指
導
案
の
作
成
や
模
擬
授

業
の
練
習
を
積
む
こ
と
が
で

き
た
」（
菅
さ
ん
）、「
小
中

学
校
で
教
員
や
校
長
の
経
験

が
あ
る
有
見
正
敏
特
任
教
授

か
ら
現
場
の
話
を
聞
け
て
、

教
員
と
い
う
仕
事
に
一
層
使

命
感
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
思
う
」（
嶋
さ
ん
）。

　
サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
学
習
塾
の
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
子

ど
も
や
地
域
の
小
学
校
の
先

視野を広げるチャンスに
濱野 律さん(経営３・宮城県石巻北高)

　
２
年
次
の
ゼ
ミ
活
動
で
組
織
に

つ
い
て
学
び
、
専
大
で
は
「
企
業

・
組
織
・
人
材
の
戦
略
的
展
開
」
が

テ
ー
マ
の
馬
塲
杉
夫
ゼ
ミ
へ
。
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
練
習
に
力

を
入
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
た
と

お
り
、
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
前
に
待

っ
て
い
た
の
が
文
献
の
論
点
を
ま

と
め
る
レ
ポ
ー
ト
作
り
。
専
門
書

を
１
冊
読
み
込
む
な
ん
て
初
め
て

で
、
プ
レ
ゼ
ン
を
担
当
す
る
「
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
」
を
理
解
し
よ

う
と
必
死
で
し
た
。

　「
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
論
」

「
経
営
戦
略
論
」「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
な
ど
の
授

業
、
神
宮
球
場
や
東
京
ド
ー
ム
で

の
野
球
観
戦
、
山
中
湖
（
山
梨

県
）
で
の
ゼ
ミ
合
宿
。
何
事
に
も

意
欲
的
で
、
あ
ち
こ
ち
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
た
ゼ
ミ
仲
間
と
の
交

流
は
一
生
の
思
い
出
で
す
。

　
何
か
に
挑
戦
し
た
い
と
参
加
し

ま
し
た
が
、
１
人
暮
ら
し
を
経
験

し
て
ど
れ
だ
け
親
や
友
達
に
頼
っ

て
い
た
か
実
感
し
ま
し
た
。
国
内

留
学
は
視
野
を
広
げ
る
チ
ャ
ン

ス
。
参
加
を
考
え
て
い
る
後
輩
に

は
、
事
前
に
授
業
を
調
べ
、
学
ぶ

内
容
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
く
と
充

実
し
た
留
学
が
で
き
る
、
と
反
省

を
込
め
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

国内留学
体験記②

石巻 生田

濱野さん（２列目左から２人目）と

馬塲ゼミのメンバー

〠986-8580
宮城県石巻市

南境新水戸1番地
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石巻専修大学
広報係

2018 年 4月
創立 30 年を
迎 え ま す

　
女
子
競
走
部
の
牧
野
あ
や

主
将
（
経
営
３
・
岩
手
県
北

上
翔
南
高
）、
川
崎
美
祈
さ

ん
（
人
間
３
・
山
形
県
山
形

城
北
高
）、
千
葉
悠
里
奈
さ

ん
（
人
間
３
・
宮
城
県
常
磐

木
学
園
高
）、
庄
司
琴
美
さ

ん
（
経
営
２
・
宮
城
県
聖
和

学
園
高
）
が
第
35
回
全
日
本

大
学
女
子
駅
伝
対
校
選
手
権

大
会
（
杜
の
都
駅
伝
・
全
６

区
間

10
月
29
日
、
宮
城
県

仙
台
市
）
に
東
北
学
連
選
抜

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場
し

た
。 学

連
選
抜
に

４
人
が
出
場

杜
の
都
駅
伝

　
南
東
北
大
学
野
球
連
盟
の

新
人
戦
（
10
月
14
、
15
日
、

福
島
県
い
わ
き
グ
リ
ー
ン
ス

れ
し
い
。
こ
の
結
果
を
来
年

に
つ
な
げ
、
春
季
リ
ー
グ
戦

を
制
し
、
全
日
本
大
学
野
球

選
手
権
の
マ
ウ
ン
ド
に
立
ち

た
い
」
と
語
っ
た
。

硬
式
野
球
部

新
人
戦
連
覇

　
企
業
か
ら
内
定
を
得
た
４
年
次

生
が
自
身
の
体
験
を
交
え
、
就
活

や
進
路
に
関
す
る
疑
問
や
不
安
に

答
え
る
「
学
生
就
活
サ
ポ
ー
タ

ー
」。
２
月
末
ま
で
、
就
職
資
料

室
に
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
３

人
が
後
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ

て
い
る
。
予
約
不
要
で
毎
週
月
、

水
、
金
曜
日
の
14
〜
16
時
。
氏

名
、
内
定
業
種
、
担
当
曜
日
な
ど

は
次
の
通
り
。

▽
千
葉
瑛
恵
さ
ん
（
人
間
・
宮
城

県
古
川
黎
明
高
、
保
険

月
曜
）

▽
小
國
隼
也
さ
ん
（
理
工
・
岩
手

「
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」

と
話
す
就
活
サ
ポ
ー
タ
ー
の
３

人
。
右
か
ら
内
海
さ
ん
、
千
葉

さ
ん
、
小
國
さ
ん

※
今
後
の
進
路
支
援
行
事

先
輩
た
ち
の
就
職
活
動
体
験
談

　
11
月
30
日
（
木
）、
５
号
館
学

生
ホ
ー
ル
。
就
職
活
動
を
終
え
た

４
年
次
生
27
人
が
出
席
。

就
活
直
前
セ
ミ
ナ
ー

　
２
月
６
、
７
、
８
、
20
、
21
日

の
計
５
回
開
催
。
１
年
間
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
の
総
ま
と
め
と
、
直
前
対

策
を
行
う
。

就
職
活
動
総
合
セ
ミ
ナ
ー

　
Ａ
班
【
２
月
17
（
土
）・
18
日

（
日
）】、
Ｂ
班
【
２
月
24
（
土
）

・
25
日
（
日
）】
の
２
回
実
施
。

ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘
で
面
接
試
験

対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
。
定
員
は

各
回
30
人
。
先
着
申
し
込
み
順
。

県
釜
石
高
、
電
気
機
器
製
造

水

曜
）
▽
内
海
悠
介
さ
ん
（
理
工
・

宮
城
県
仙
台
高
、
レ
ジ
ャ
ー
・
サ

ー
ビ
ス

金
曜
）

　
内
海
さ
ん
は
「
挑
戦
す
る
前
か

ら
あ
き
ら
め
な
い
、
進
路
支
援
室

を
活
用
す
る
、
と
い
っ
た
就
活
の

心
構
え
を
伝
え
た
い
。
動
画
面
接

な
ど
の
印
象
に
残
っ
て
い
る
経
験

も
話
す
の
で
、
気
軽
に
来
室
し
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

就
活
サ
ポ
ー
タ
ー 

後
輩
を
応
援

　
今
年
度
か
ら
３
学
部
の
１

年
次
生
全
員
を
対
象
に
し
た

新
た
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目

「
キ
ャ
リ
ア
設
計
」
が
10
月

タ
ジ
ア
ム
ほ
か
）
は
１
、
２

部
所
属
の
８
チ
ー
ム
が
出

場
。
硬
式
野
球
部
は
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
を
制
し
、
新
人
戦
連

覇
を
達
成
し
た
。

　
１
回
戦
（
山
形
大
戦
）、

準
決
勝
（
東
日
本
国
際
大

戦
）
は
と
も
に
延
長
十
回
１

｜
０
で
勝
利
。
１
回
戦
は
川

綱
壽
晃
さ
ん
（
経
営
２
・
福

島
県
会
津
農
林
高
）
が
完

封
。
準
決
勝
は
盛
藤
城
さ
ん

（
経
営
１
・
福
島
県
福
島
西

高
）、
松
澤
寛
人
さ
ん
（
人

間
１
・
新
潟
県
糸
魚
川
高
）

の
リ
レ
ー
で
勝
利
し
た
。
東

北
公
益
文
化
大
学
と
の
決
勝

戦
は
二
回
裏
に
一
挙
４
得
点

で
５
｜
０
と
す
る
と
、
そ
の

リ
ー
ド
を
菅
野
一
樹
さ
ん

（
経
営
２
・
宮
城
県
聖
和
学

園
高
）
が
守
り
切
り
、
６
｜

１
で
快
勝
し
た
。
川
綱
さ
ん

は
「
優
勝
に
貢
献
で
き
て
う

３
日
に
開
講
し
た
。

　
同
科
目
で
は
、
卒
業
後
の

キ
ャ
リ
ア
を
見
据
え
、
各
自

が
望
ま
し
い
生
き
方
、
働
き

方
を
す
る
た
め
に
必
要
と
さ

れ
る
力
を
学
び
、
大
学
生
活

で
の
目
標
、
将
来
設
計
を
立

て
る
た
め
の
基
本
的
な
知

識
、技
能
の
修
得
を
目
指
す
。

　
10
日
に
行
わ
れ
た
２
回
目

の
講
義
で
は
２
〜
４
年
次
生

６
人
が
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

と
な
り
、「
自
己
理
解
と
大

学
生
活
の
目
標
」
を
テ
ー
マ

に
、
体
験
を
発
表
し
た
。

　
３
、
４
回
目
は
「
自
己
理

解
と
大
学
生
活
」
を
テ
ー
マ

に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
挑

戦
。
各
自
の
長
所
と
短
所
な

ど
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
内
で

意
見
を
交
わ
し
、
レ
ポ
ー
ト

に
ま
と
め
、発
表
を
行
っ
た
。

　
続
く
５
回
目
は
卒
業
生
３

人
か
ら
現
在
の
仕
事
の
内
容

を
聞
き
、
社
会
で
求
め
ら
れ

る
能
力
を
探
っ
た
。
今
後
も

石
巻
市
内
で
働
く
公
務
員
、

自
営
業
者
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

な
ど
社
会
人
を
招
い
て
の
講

演
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

自己理解を深めるグループワークに

取り組む学生＝10月24日

「キャリア設計」開講

自
動
車
整
備
コ
ン
テ
ス
ト

1
位
と
３
位
獲
得

指導教員とともに尾池守学長（左）に合格を報告した

嶋さん（同２人目）と菅さん（同３人目）＝11月６日

　
東
北
６
県
の
選
考
試
験
は

同
時
期
に
実
施
さ
れ
る
た

め
、
菅
さ
ん
は
故
郷
に
絞
っ

て
挑
戦
し
た
。
競
争
倍
率
は

約
３
倍
。「
模
擬
授
業
（
６

年
生
算
数
）
が
思
っ
た
よ
う

に
で
き
ず
、
来
年
も
頑
張
る

つ
も
り
だ
っ
た
。
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
た
親
や
先
生
方
に

合
格
と
い
う
形
で
恩
返
し
で

き
て
本
当
に
う
れ
し
い
」
と

声
を
弾
ま
せ
る
。

　
秋
田
県
の
２
次
試
験
に
は

模
擬
授
業
や
面
接
の
ほ
か
に

「
日
常
英
会
話
」
と
実
験
器

具
の
取
り
扱
い
を
審
査
す
る

「
理
科
実
技
試
験
」が
あ
る
。

ど
ち
ら
も
東
北
で
は
秋
田
県

だ
け
の
試
験
科
目
で
、
菅
さ

ん
は
「
英
語
の
先
生
と
会
話

を
練
習
し
て
発
音
や
文
法
の

間
違
い
を
直
し
て
い
た
だ

き
、
理
科
が
専
門
の
先
生
に

器
具
を
お
借
り
し
て
扱
い
方

を
確
認
で
き
た
の
は
心
強
か

っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　
大
阪
市
出
身
の
嶋
さ
ん
は

「
未
経
験
だ
け
ど
漕
艇
を
や

り
た
く
て
、
部
と
教
員
養
成

課
程
が
あ
る
大
学
を
探
し
た

ら
石
巻
専
大
で
し
た
」
と
笑

う
行
動
派
。
第
一
志
望
の
地

元
大
阪
市
の
ほ
か
、
高
知

県
、
仙
台
市
で
受
験
で
き
る

東
京
都
の
３
カ
所
に
挑
ん

だ
。
大
阪
市
の
試
験
前
に
雰

囲
気
に
慣
れ
て
お
こ
う
と
全

国
の
試
験
日
程
を
調
べ
、
見

つ
け
た
の
が
父
方
の
祖
父
母

が
住
む
高
知
県
だ
っ
た
。
日

程
が
早
く
準
備
不
足
で
模
擬

授
業
に
臨
ん
だ
が
、
課
題

（
３
年
生
算
数
・
掛
け
算
）が

３
年
次
の
教
育
実
習
で
担
当

し
た
単
元
に
近
い
な
ど
幸
運

に
も
恵
ま
れ
、
約
４
倍
の
競

争
を
突
破
。「
縁
が
あ
っ
た

の
か
な
」と
ほ
お
を
緩
め
る
。

　
２
人
は
４
年
次
の
教
員
希

生
と
接
し
て
き
た
。
菅
さ
ん

は
「
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
何

事
に
も
一
生
懸
命
取
り
組
み

た
い
」、
嶋
さ
ん
は
「
震
災

や
復
興
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
、
子
ど
も
の
安

全
を
第
一
に
行
動
す
る
先
生

に
な
り
ま
す
」
と
話
す
。

　
公
立
小
学
校
の
教
員
採
用
試
験
に
人
間
学
部
人
間
教

育
学
科
４
年
次
の
菅
悠
花
さ
ん
（
秋
田
県
湯
沢
高
）
と

嶋
倫
子
さ
ん
（
大
阪
府
刀
根
山
高
）
の
２
人
が
見
事
、

現
役
で
合
格
を
果
た
し
た
。
菅
さ
ん
は
秋
田
県
で
、
嶋

さ
ん
は
高
知
県
で
あ
こ
が
れ
の
教
壇
に
立
つ
。

あ
こ
が
れ
の
教
壇
に

公立小学校教員採用試験

人間教育学科の２人合格

　「
第
32
回
学
生
自
動
車
研

究
会
整
備
コ
ン
テ
ス
ト
」

（
主
催
・
自
動
車
技
術
会
東

北
支
部
学
生
自
動
車
研
究

会
）
が
10
月

21
日
、
宮
城

県
仙
台
市
の

ト
ヨ
タ
自
動

車
東
北
サ
ー

ビ
ス
分
室
で

開
か
れ
、
理

工
学
部
機
械

工
学
科
の
自

動
車
工
学
コ

ー
ス
の
学
生

が
１
位
と
３

位
を
獲
得
し

た
。

★
入
賞
チ
ー

ム（
敬
称
略
）

入賞を喜ぶ学生と指導教員。後列左から昆野

さん、菊池さん、坂本さん、岩田さん

▽
１
位

岩
田
翔
太
（
４
年

次
・
宮
城
県
農
業
高
）
／
坂

本
隼
人
（
４
年
次
・
宮
城
県

石
巻
工
業
高
）
組
▽
３
位

菊
池
朴
斗
（
４
年
次
・
岩
手

県
専
修
大
学
北
上
高
）
／
昆

野
悟
（
２
年
次
・
岩
手
県
専

修
大
学
北
上
高
）
組

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
２
人
１

組
で
参
加
し
学
科
試
験
の
ほ

か
、
灯
火
装
置
回
路
の
解

析
、
液
体
判
別
な
ど
の
４
種

類
の
実
技
試
験
を
通
し
、
自

動
車
整
備
に
関
す
る
知
識
、

技
術
を
競
う
。
今
年
は
本
学

を
含
め
５
大
学
16
チ
ー
ム
が

参
加
し
た
。

　
総
合
71
点
（
１
０
０
点
満

点
）
で
１
位
に
な
っ
た
岩
田

さ
ん
と
坂
本
さ
ん
は
「
時
間

制
限
が
あ
り
故
障
箇
所
を
み

つ
け
る
の
に
手
間
取
り
ま
し

た
が
、
１
位
に
な
っ
て
と
て

も
う
れ
し
い
。
こ
の
結
果
に

満
足
す
る
こ
と
な
く
、
２
級

自
動
車
整
備
士
の
資
格
取
得

を
目
指
し
て
勉
強
に
励
み
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。


